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生物学名和名対訳辞書とは 利用事例

メタ用語集・翻訳用テーブル

自然史系博物館が所有する標本情報との比較

想定用途

DBCLS辞書は、各分野の専門家や学会が出版した学術用語集、辞
書、図鑑などから、専門用語とその対訳部分を取り出して作成していま
す
出版物は著作物として著作権法により保護されており、DBCLS辞書
は著作権を侵害しない範囲で作成配布を行います
（詳しくは、http://lifesciencedb.jp/symposium2009/poster/C-7.pdfを
参照）
生物学名和名対訳辞書は以下の方針で作成しています

•生物種およびクラス名称についてラテン名、英語名に対応した和名
を情報源と共に集める
•生物種の構造化（分類）は行わない
•情報源による食い違いや表記ゆれは正当性の検討は行わず情報
源の併記に留める
•公式に決められた和名（標準和名）を探す
•探し出せなかった場合は、それに代わる和名を適切な情報源から
探す

http://lifesciencedb.jp/lsdb.cgi?gg=dicからダウンロードできます
配布ライセンスは、クリエイティブ・コモンズの表示ライセンス(CC-BY)

を採用しています

機械的に読み取ることが可能で、人間が読んでも理解可能な巨大
テキストデータです
出典における表記を忠実に記載しています
個別の出展を明示しているため、複数の情報源で記載が分かれる
場合に真偽や理由を辿ることができます

メタ用語集

翻訳用テーブル

メタ用語集を元に作成したテーブルです
学名（ラテン語）と他言語での種名の対応が 77625 件、
学名と和名の対応が 66346 件 (2010年2月13日更新)

検索サービスの質問用語を自動翻訳する
分子データに対する材料情報を和訳する
論文の生物名索引を和訳する
その他生物多様性情報を日本語で利用可能にする

GBIF検索 (http://gbif.ddbj.nig.ac.jp/search.html)

“ツバメ”を入力

“Hirundo rustica”を選択

サイエンス ミュージアムネット(S-Net)

「自然史標本情報検索」
(http://science-net.kahaku.go.jp/specimen/collection/)

全国の自然史系博物館が所有する、生物多様性に関
する標本情報を検索することができます

Catalogue of Life(CoL)

「Annual Checklist 2009」
(http://www.catalogueoflife.org/annual-checklist)

地球上に存在する全ての既知の生物名を集めている
プロジェクト

CoLと生物学名和名対訳辞書の一致数は、 CoLとS-Netの一致数
と同等
Insecta, Actinopterygii, Magnoliopsidaなどが足りていない

( http://lifesciencedb.jp/bdls/ )
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